
スマートフォン車・航空機…
先
端
材
料
・
部
品ＬＥＤ高輝度化競う

　ＬＥＤの課題は高輝度化だ。色を決
める蛍光体では、電気化学工業が高温
・高湿度状態で輝度が低下しにくい窒
化物系の緑色蛍光体を世界で初めて実
用化した。テレビ向けに採用拡大を目
指していく。三菱化学はＬＥＤの発光
効率を高められる窒化ガリウム基板を
はじめとして、蛍光体などのＬＥＤ高
輝度化に必要な主要材料をそろえてい
る。

　信越化学工業は耐熱性の高いシリコ
ーン樹脂を使い、ＬＥＤパッケージ向
け製品群を拡大。レンズや封止材に加
え、反射材にも参入した。ダイセル化
学工業は高輝度ＬＥＤ市場の拡大に伴
い、原料メーカーから封止材メーカー
に軸足を移している。従来、脂環式エ
ポキシ樹脂を封止材メーカーに供給し
ていたが、同樹脂を使い封止材も製品
化した。

車
向
け
コ
ス
ト
削
減
徹
底

リチウムイオン電池素材に参入する主な日系企業
正極材 負極材 セパレーター 電解液

日亜化学工業 日立化成工業 旭化成 宇部興産
田中化学研究
所

ＪＦＥケミカ
ル

東レ東燃機能
膜合同会社

三菱ケミカ
ルＨＤ

戸田工業 日本カーボン 宇部興産 セントラル
硝子

日本化学工業 三菱ケミカル
ＨＤ 住友化学 富山薬品工

業
三菱ケミカル
ＨＤ

日本コークス
工業

三菱ケミカル
ＨＤ

日本電工 クレハ チッソ
住友化学
ＪＸ日鉱日石金属
三井造船
住友大阪セメ
ント
チッソ

リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電
池

世
界
市
場
で
さ
ら
に
躍
進

炭
素
繊
維

Ｅ
Ｖ
車
体
軽
量
化
に
貢
献

先
端
部
品

　
日
本
の
部
品
・
素
材
業
界
は
グ
ロ
ー
バ
ル
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
を
支
え
て
お
り
、
日
本
の
強
さ
を
象
徴
す
る
分

野
だ
。
部
品
は
韓
国
や
台
湾
メ
ー
カ
ー
に
、
素
材
も
ア
ジ
ア
勢
に
追
い
上
げ
ら
れ
て
は
い
る
が
、
自
動
車
や
ス
マ

ー
ト
フ
ォ
ン

多
機
能
携
帯
端
末

、
航
空
機
な
ど
先
端
分
野
で
は
高
い
世
界
シ
ェ
ア
を
維
持
し
て
い
る
。
国
内

各
社
は
潜
在
市
場
の
開
拓
や
差
別
化
戦
略
の
遂
行
を
よ
り
鮮
明
に
打
ち
出
し
、
世
界
市
場
で
の
存
在
感
を
も
う
一

段
高
め
よ
う
と
し
て
い
る
。

配
線
板
・
モ
ジ
ュ
ー
ル
に
新
顔

Ｃ
Ｆ
Ｒ
Ｐ
を
車
体
骨
格

に
用
い
、
大
人
２
人
で

持
ち
上
げ
ら
れ
る
帝
人

の
コ
ン
セ
プ
ト
カ
ー

（ ） 　　 （第２部） ２０１１年 平成２３年 ３月３１日 木曜日 　　

比
重
４
分
の
１

　
炭
素
繊
維
は
比
重
は
鉄
の

４
分
の
１
、
比
強
度
は
鉄
の

倍
と
軽
く
て
強
度
の
あ
る

素
材
だ
。
軽
量
化
に
貢
献
で

き
る
た
め
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
ブ
ー
ム
を
追
い
風
に
今
後

市
場
の
拡
大
が
見
込
ま
れ

る
。
富
士
経
済

東
京
都
中

央
区

は
２
０
１
３
年
の
ポ

リ
ア
ク
リ
ロ
ニ
ト
リ
ル

Ｐ

Ａ
Ｎ

系
炭
素
繊
維
市
場
は

年
比

・
３
％
増
の
１
４

８
０
億
円
と
予
測
す
る
。

　
炭
素
繊
維
は
日
本
で

年

代
か
ら
商
業
生
産
が
本
格

化
。
現
在
の
Ｐ
Ａ
Ｎ
系
炭
素

繊
維
市
場
は
東
レ
、
帝
人
の

東
邦
テ
ナ
ッ
ク
ス
、
三
菱
レ

イ
ヨ
ン
の
国
内
３
社
で
世
界

市
場
の
７
割
近
く
を
占
め
、

量
・
質
と
も
に
世
界
ト
ッ
プ

だ
。
東
レ
の
日
覚
昭
広
社
長

は
「
す
ぐ
利
益
を
求
め
る
欧

米
企
業
で
は
、
時
間
を
か
け

た
技
術
開
発
は
難
し
い
と
、

日
本
企
業
の
モ
ノ
づ
く
り
に

対
す
る
姿
勢
を
評
価
す
る
。

　
今
後
、
炭
素
繊
維
市
場
の

拡
大
と
し
て
特
に
車
用
途
に

大
き
な
期
待
が
掛
か
る
。
電

気
自
動
車

Ｅ
Ｖ

が
本
格

的
に
普
及
す
る
た
め
に
も
、

軽
量
化
に
貢
献
す
る
炭
素
繊

維
は
欠
か
せ
な
い
も
の
と
な

る
だ
ろ
う
。
石
原
敏
雄
帝
人

新
事
業
開
発
グ
ル
ー
プ
複
合

材
料
開
発
セ
ン
タ
ー
所
長

も
、
「
Ｅ
Ｖ
は
一
つ
の
大
き

な
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
思
っ
て
い

る
」
と
魅
力
を
感
じ
る
。

短
時
間
で
成
形

　
そ
こ
で
、
量
産
車
に
広
く

採
用
さ
れ
市
場
を
拡
大
す
る

た
め
に
も
、
車
メ
ー
カ
ー
の

生
産
ラ
イ
ン
に
ジ
ャ
ス
ト
イ

ン
タ
イ
ム
で
部
品
を
提
供
出

来
る
よ
う
、
炭
素
繊
維
メ
ー

カ
ー
は
炭
素
繊
維
強
化
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク

Ｃ
Ｆ
Ｒ
Ｐ

の

成
形
時
間
短
縮
に
注
力
す

る
。
帝
人
は
、
こ
れ
ま
で
５

分
程
度
か
か
っ
て
い
た
の
を

１
分
以
内
で
Ｃ
Ｆ
Ｒ
Ｐ
を
プ

レ
ス
成
形
す
る
量
産
技
術
を

確
立
し
た
。
従
来
と
樹
脂
を

変
更
し
、
熱
を
加
え
る
と
溶

け
、
冷
却
す
る
と
固
ま
る
熱

可
塑
性
樹
脂
を
使
用
し
実
現

さ
せ
た
。
２
年
後
ぐ
ら
い
に

は
量
産
開
始
を
目
指
す
。

　
同
社
は
今
回
の
熱
可
塑
性

Ｃ
Ｆ
Ｒ
Ｐ
を
車
体
骨
格
に
用

い
た
コ
ン
セ
プ
ト
カ
ー
も
製

作
し
た
。
車
体
骨
格
量
は
従

来
に
比
べ
約
５
分
の
１
の

。
骨
格
部
分
だ
け
の
場

合
、
女
性
で
も
持
ち
上
げ
ら

れ
る
軽
さ
だ
。
ま
た
、
タ
イ

ヤ
や
燃
料
電
池
を
搭
載
し
て

走
行
で
き
る
よ
う
に
し
た
。

　
東
レ
も
独
ダ
イ
ム
ラ
ー
と

Ｃ
Ｆ
Ｒ
Ｐ
製
自
動
車
部
品
の

製
造
販
売
を
す
る
合
弁
会
社

を
設
立
し
、
共
同
で
開
発
を

進
め
て
い
る
。
従
来
約

分

か
か
っ
て
い
た
Ｃ
Ｆ
Ｒ
Ｐ
の

成
形
時
間
を
約
５
分
に
ま
で

短
縮
可
能
と
し
た
。
そ
れ
に

よ
り
量
産
対
応
し
、
生
産
コ

ス
ト
削
減
に
も
つ
な
げ
る
。

ま
ず
は

年
発
売
予
定
の
メ

ル
セ
デ
ス
・
ベ
ン
ツ
向
け
に

供
給
す
る
。
合
弁
会
社
は
ダ

イ
ム
ラ
ー
向
け
だ
け
で
な

く
、
将
来
は
ほ
か
の
自
動
車

メ
ー
カ
ー
へ
販
売
す
る
可
能

性
も
あ
る
と
い
う
。

　
現
在
、
中
国
な
ど
海
外
メ

ー
カ
ー
も
炭
素
繊
維
の
生
産

を
し
て
い
る
が
、
ス
ペ
ッ
ク

が
厳
し
い
航
空
機
用
途
や
車

な
ど
産
業
用
途
で
の
採
用
に

は
時
間
が
か
か
る
と
見
ら
れ

る
。
リ
サ
イ
ク
ル
シ
ス
テ
ム

の
確
立
な
ど
一
つ
ず
つ
課
題

を
克
服
し
て
い
く
と
と
も

に
、
こ
れ
か
ら
市
場
が
拡
大

し
て
い
く
世
界
の
炭
素
繊
維

市
場
を
日
本
企
業
が
リ
ー
ド

し
て
い
く
。

　
車
載
用
電
池
で
は
、
民
生

用
に
比
べ
低
い
コ
ス
ト
や
安

定
し
た
素
材
調
達
が
求
め
ら

れ
る
。
こ
の
た
め
、
正
・
負

極
材
と
セ
パ
レ
ー
タ
ー
、
電

解
液
の
主
要
４
部
材
と
も
に

低
コ
ス
ト
化
が
見
込
め
る
製

品
の
開
発
が
進
む
。

コ
バ
ル
ト
低
減

　
最
も
試
行
錯
誤
が
繰
り
返

さ
れ
て
い
る
の
が
正
極
材

だ
。
民
生
用
で
使
わ
れ
て
き

た
コ
バ
ル
ト
系
正
極
材
は
蓄

電
容
量
は
大
き
い
が
高
価
で

希
少
な
金
属
の
た
め
、
比
較

的
安
価
な
金
属
を
使
用
し
た

正
極
材
に
注
目
が
集
ま
る
。

Ｊ
Ｘ
日
鉱
日
石
金
属
が
取
り

組
む
コ
バ
ル
ト
・
ニ
ッ
ケ
ル

・
マ
ン
ガ
ン
の
３
元
系
や
、

日
本
電
工
の
マ
ン
ガ
ン
系
、

住
友
大
阪
セ
メ
ン
ト
や
三
井

造
船
の
リ
ン
酸
鉄
系
正
極
材

な
ど
が
そ
の
例
だ
。
三
菱
ケ

ミ
カ
ル
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス

は
コ
バ
ル
ト
の
構
成
比
率
を

従
来
の
約

％
か
ら

％
に

低
減
し
た
正
極
材
を
開
発

し
、
機
能
性
と
希
少
金
属
の

低
減
を
両
立
し
た
。

　
セ
パ
レ
ー
タ
ー
で
は
、
民

生
用
で
一
般
的
な
湿
式
法
で

生
産
し
た
セ
パ
レ
ー
タ
ー
に

比
べ
低
コ
ス
ト
な
乾
式
法
の

セ
パ
レ
ー
タ
ー
が
台
頭
し
て

き
た
。
新
た
に
参
入
し
た
三

菱
ケ
ミ
カ
ル
も
乾
式
法
で
セ

パ
レ
ー
タ
ー
を
生
産
。一
方
、

チ
ッ
ソ
は
強
度
の
高
い
セ
パ

レ
ー
タ
ー
を
開
発
、
電
池
本

体
が
衝
撃
を
受
け
た
場
合
の

セ
パ
レ
ー
タ
ー
破
損
に
よ
る

短
絡
な
ど
を
防
ぐ
と
い
う
。

　
セ
パ
レ
ー
タ
ー
で
世
界
約

半
分
の
シ
ェ
ア
を
持
つ
旭
化

成
は
、
国
内
の
中
核
拠
点
を

中
心
に
生
産
能
力
の
拡
充
を

進
め
る
。

年
に
は
計
２
億

５
０
０
０
万
平
方

と
な

る
。
韓
国
で
は
加
工
拠
点
を

新
設
し
、
現
地
需
要
家
の
ニ

ー
ズ
に
応
え
る
。
同
社
は
湿

式
プ
ロ
セ
ス
に
よ
る
高
品
質

な
製
品
の
生
産
を
得
意
と
す

る
が
、
低
コ
ス
ト
な
乾
式
プ

ロ
セ
ス
を
含
め
て
車
載
用
に

適
し
た
セ
パ
レ
ー
タ
ー
を
全

方
位
的
に
開
発
を
進
め
て
い

る
。一

貫
生
産
に
力

　
電
解
液
で
は
、
宇
部
興
産

と
三
菱
ケ
ミ
カ
ル
Ｈ
Ｄ
の
大

手
２
社
に
加
え
て
、
セ
ン
ト

ラ
ル
硝
子
が
参
入
す
る
。
宇

部
と
三
菱
ケ
ミ
カ
ル
は
電
解

質
な
ど
の
材
料
を
他
社
か
ら

調
達
し
て
い
る
が
、
セ
ン
ト

ラ
ル
硝
子
は
電
解
質
か
ら
の

一
貫
生
産
に
よ
る
ト
ー
タ
ル

コ
ス
ト
の
低
減
を
訴
求
す

る
。

　
負
極
材
で
は
、
日
本
コ
ー

ク
ス
工
業
が
住
友
商
事
と
共

同
で
天
然
黒
鉛
系
負
極
材
を

手
が
け
る
新
会
社
を
設
立
し

た
。
主
流
の
人
造
黒
鉛
系
負

極
材
に
比
べ
、
コ
ス
ト
を
大

幅
に
抑
え
ら
れ
る
と
い
う
。

　
太
陽
誘
電
が
完
成
し
た
部

品
内
蔵
配
線
板
「
Ｅ
Ｏ
Ｍ
Ｉ

Ｎ
」
は
、
フ
ォ
ト
リ
ソ
グ
ラ

フ
ィ
ー
と
エ
ッ
チ
ン
グ
で
微

細
な
配
線
を
形
成
す
る
技
術

を
昇
華
さ
せ
た
も
の
だ
。
国

内
で
は
薄
型
携
帯
電
話
に
電

源
系
モ
ジ
ュ
ー
ル
と
し
て
採

用
さ
れ
て
お
り
、
需
要
が
拡

大
し
て
い
る
。

銅
の
特
性
駆
使

　
Ｅ
Ｏ
Ｍ
Ｉ
Ｎ
は
内
部
に
銅

の
コ
ア
を
持
ち
、
掘
り
下
げ

た
部
分
に
コ
ン
デ
ン
サ
ー
な

ど
の
受
動
部
品
や
半
導
体
を

埋
め
込
む
構
造
。
コ
ア
の
上

下
に
は
ビ
ル
ド
ア
ッ
プ
プ
ロ

セ
ス
で
配
線
を
形
成
。
部
品

の
端
子
に
は
銅
メ
ッ
キ
を
施

し
、
ビ
ア
ホ
ー
ル
を
介
し
て

配
線
層
に
接
続
す
る
。
樹
脂

製
の
基
板
に
比
べ
、
銅
の
特

性
を
最
大
限
に
引
き
出
す
こ

と
で
高
い
放
熱
性
や
剛
性
を

確
保
で
き
る
。
自
社
の
最
先

端
デ
バ
イ
ス
を
内
蔵
で
き
る

こ
と
も
強
み
だ
。

　
太
陽
誘
電
は
携
帯
電
話
の

カ
メ
ラ
機
能
向
け
用
途
を
見

込
み
、
薄
型
モ
ジ
ュ
ー
ル
の

提
案
を
進
め
て
い
る
。
コ
ア

が
紙
状
に
な
る
た
め
取
り
扱

い
の
難
易
度
が
増
す
が
、
早

期
に
自
動
化
ラ
イ
ン
に
技
術

的
な
め
ど
を
付
け
潜
在
市
場

を
取
り
込
む
方
針
だ
。

人
体
通
じ
伝
達

　
ア
ル
プ
ス
電
気
は
人
体
の

表
面
に
発
生
す
る
電
界
を
伝

送
路
に
し
て
デ
ー
タ
を
や
り

と
り
す
る
電
界
通
信
用
モ
ジ

ュ
ー
ル
を
市
場
投
入
す
る
。

近
く
、
同
モ
ジ
ュ
ー
ル
を
用

い
て
個
人
認
証
を
行
う
セ
キ

ュ
リ
テ
ィ
ー
機
器
が
製
品
化

さ
れ
る
見
通
し
だ
。

　
電
界
通
信
は
人
の
体
を
通

じ
て
情
報
を
伝
え
る
人
体
通

信
の
一
つ
で
、
無
線
に
比
べ

て
通
信
中
に
情
報
を
読
み
取

ら
れ
に
く
い
利
点
が
あ
る
。

人
体
へ
の
影
響
は
な
い
。
救

急
医
療
の
現
場
か
ら
引
き
合

い
が
あ
る
ほ
か
、
モ
ジ
ュ
ー

ル
の
小
型
化
や
低
消
費
電
力

化
が
さ
ら
に
進
め
ば
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
パ

ソ
コ
ン
へ
の
採
用
も
視
野
に

入
る
。

　
電
界
通
信
を
使
う
と
、
通

信
機
を
身
に
つ
け
た
人
が
読

み
取
り
機
に
手
を
か
ざ
す
な

ど
の
簡
単
な
動
作
だ
け
で
双

方
向
通
信
が
で
き
る
。
読
み

取
り
機
能
を
備
え
た
入
退
室

ゲ
ー
ト
に
手
を
か
ざ
す
こ
と

で
ゲ
ー
ト
を
開
放
し
た
り
、

医
療
機
器
に
触
れ
る
だ
け
で

体
温
や
呼
吸
、
脈
拍
、
血
圧

な
ど
の
デ
ー
タ
を
入
力
す
る

こ
と
が
可
能
だ
。

　
ア
ル
プ
ス
は
医
療
機
器
メ

ー
カ
ー
な
ど
に
新
モ
ジ
ュ
ー

ル
を
核
と
し
た
ア
プ
リ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
提
案
し
て
お
り
、

年
こ
ろ
の
実
用
化
を
目
指

し
て
い
る
。


